
平和のシンボル、金魚が泳ぐ城下町。 
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【報道資料】 

[定例] 

○ １１～１２月分 行事予定 

 

○ 「第五回 水木十五堂賞」受賞者発表及び授賞式について 

（企画政策課） 

 

○ センコー株式会社１００周年記念事業による寄附金への 
感謝状贈呈式について （１２／６） 

（こども福祉課） 

 

[臨時] 

○  平成２８年 第４回 市議会定例会 議案 

 

   ・   その他 

 

 

 

 

※ 終了後、この場所で、「災害時における緊急対応活動及び登記相談業務に

関する基本協定」締結式 を行います。 

 

大和郡山市 定例 兼 臨時記者会見 
 (平成２８年１１月) 

 

日時： 平成２８年１１月２９日(火) 

     １３時００分～ 

場所：市役所２００会議室 



12 月分　行事予定

日 曜 時間                  行    　　  事   　 　  名 場   　　  所 担 　　 当 備    考

3 土 13:00 やまと郡山城ホール 人権施策推進課

4 日 9:00
横山口バス停集合

（矢田町）
市観光協会

4 日 14:00
JAならけん矢田支店

倉庫（外川町）
農業水産課

8 木 9:30 南部公民館 南部公民館

9 金 13:30 治道地区公民館 治道地区公民館

10 土 9:00 金魚スクエア 総務課

10 土 14:00 平和地区公民館 平和地区公民館

11 日 9:00 社会福祉会館 市社会福祉協議会

23 金祝 10:30 市立図書館 市立図書館

26 月 10:00 治道地区公民館 治道地区公民館

第15回 やまとこおりやま 人権フェア

郡山再発見ウォーク「自然豊かな矢田丘陵 東
明寺から矢田寺へ(紅葉を求めて)」

親子わいわいコンサート～ちょっと早いクリスマ
スコンサート～

公民館 お正月講座
「正月料理」

農家直伝2016「花のガーデニング」
～冬の寄せ植え～

公民館 お正月講座
「切り板はり合わせ木工 えとづくり」

クリスマスおはなし会

第48回 大和郡山市自治会別婦人バレーボール
大会

母子寡婦家庭等おもちつき大会

公民館 お正月講座
「新年を飾るフラワーアレンジメント」



記者会見／クラブ配付  <この用紙を含め、(   )枚 送付します> 
 

宛 先：  大和郡山市政 記者クラブ 各位 

 

 

平成２８年１１月２９日 

報 道 資 料 

件  名 「第五回 水木十五堂賞」受賞者発表及び授賞式について 

授 賞 式 
日時・場所 

平成２９年１月２９日(日)  午後１時３０分～ 

 （受付：午後１時～） 

やまと郡山城ホール 大ホール（大和郡山市北郡山町）     

概 要 

大和の歴史や文化など幅広い分野に関する蒐集と博識から、いつしか「大和

の水木か、水木の大和か」と呼ばれ、大和を代表する研究者、文人であり、本

市に縁のある偉大な先人である水木要太郎（十五堂は雅号）の功績にちなみ、

歴史、伝統文化、自然など様々な分野において、蒐集を行うとともに博識をも

って社会に貢献した人物を表彰します。（平成２４年度から創設。） 

水木十五堂賞選考委員会（委員長 千田 稔・奈良県立図書情報館長）によ

り、第５回受賞者は、従来注目されることが少なかった庶民、特に女性の日記

の蒐集を行い、その時代を生きた人々の想いを表現するとともに庶民の暮ら

しを実証する貴重な資料として保存、活用し、次代に正しく伝えることに貢献

されている 島 利栄子 氏に決定しました。 

 

 授賞式の概要は、 

 ・授賞式（賞状、記念品、副賞(５０万円)の授与） 

・受賞記念講演（島 利栄子 氏） 

  ・記念座談会（予定） 

島 利栄子 氏 

神崎 宣武（旅の文化研究所長） 

瀧浪 貞子（京都女子大学名誉教授） 

柳澤 保徳（帝塚山学園長） 

上 田  清（大和郡山市長） 

 

参加希望者は、住所・名前・電話番号・参加人数（３名まで）を電話・FAX・

メールにて。大和郡山市ホームページからも申込可能。 

（申込み受付は、１２月７日（水）から開始。） 

［参加費無料・先着順９００名］ 

電話：0743-53-1160  FAX：0743-53-1049   

E-mail：mizuki@city.yamatokoriyama.lg.jp 

http://www.city.yamatokoriyama.nara.jp 

 

【主催 水木十五堂賞運営協議会、大和郡山市、大和郡山市教育委員会】 

問合せ 
大和郡山市 総務部 企画政策課  担当：笠原 

  電話 0743-53-1160  FAX 0743-53-1049 

 

奈良県大和郡山市 



電話:0743-53-1151(代表)  FAX:0743-53-1049(代表 

（別紙） 

   

 

しま    りえこ 

島 利栄子  

 

昭和１９年（１９４４年）長野県東筑摩郡坂北村（現・筑北村）で生まれる。 

昭和４２年信州大学文理学部卒業。長野県須坂高校で教師をつとめる。 

昭和４４年結婚と同時に千葉県市原市へ。 

その後、夫の転勤で北海道苫小牧市、山口県徳山市（現・周南市）へと移り住み、昭和６３年再び市原市

へ。平成６年八千代市へ移住する。各地で女性からの聞き書きをする過程で日記等庶民の記録が破棄される

状況を知る。 

平成８年「女性の日記から学ぶ会」を創立、現在まで代表を務める。「現存する日記を収集・保存・活用

し、次代に正しく伝える」をテーマに活動を続け今年、創立２０周年を迎えた。全国で会員２４０人。提供

を受けた日記等４０００点。日記の収集・保存、展覧会、研究、会報発行（年３回）、出版などユニークな

活動が認められて、平成１３年にシャルレ女性奨励賞を受ける。 

・日記研究／当用日記、一代の日記、家計簿、育児日記、介護日記、闘病日記、健康日記、絵日記、 

旅日記、戦時下の書簡（日清、日露戦争、太平洋戦争）、母子手帳、卒業証書、通知表、 

教科書など 

・日 記 展／東京、京都、山口、長野、千葉県下、島自宅で合計５１回 

・会報発行／「日記ろまん」年３回。現在６５号発行 

・出  版／『手紙が語る戦争』（編集責任、みずのわ出版、平成２１年） 

『時代を駆ける 吉田得子日記 １９０７－１９４５』（編集責任、みずのわ出版、 

平成２４年） 



・講  演／日記関係の講演３５０回 

日本ペンクラブ会員。元千葉県青少年問題協議会副会長、元千葉県図書館協議会副会長、八千代市図書館

協議会会長などもつとめる。 

 

著書 『周防の女たち 証言･嫁姑のたたかい』（マツノ書店） 

   『山国からやってきた海苔商人』（郷土出版社） 

   『千葉 はたらく女』（東銀座出版） 

   『キッチンの窓から』（郷土出版社） 

   『ときを刻む信濃の女』（郷土出版社） 

   『いくさと愛と』（編集、東京新聞出版局） 

   『日記拝見！』（博文館新社） 

   『戦時下の母』（展望社） 

   『母の早春賦』（一草舎） 

   『親なき家の片づけ日記 信州坂北にて』（みずのわ出版） 

   『女性の日記から学ぶ会 ２０年の歩み 平成８年―２８年』（編集責任） 

 

 

 

《選考理由》 

従来注目されることが少なく、歴史に埋もれがちな庶民、特に女性の日記の蒐集を行い、その時代を生き

た人々の想いを表現するとともに庶民の暮らしを実証する貴重な資料として保存、活用し、次代に正しく伝

え、社会に貢献されている。 

 

 

 

《島 利栄子 氏 受賞コメント》 

無名の主婦である私が、水木十五堂賞を戴きますこと身に余る光栄と、ご推挙下さった選考委員会の諸先

生方、並びに大和郡山市に心よりの感謝を申し上げます。 

今まで注目されることが少なかった庶民の日記が破棄されている事実を勿体なく思い、平成八年「日記を

収集・保存・活用し次代に伝えたい」と「女性の日記から学ぶ会」を創設し以来、代表を務めてきました。

①日記筆者に感謝し②日記を社会の遺産にするため③生活者の視点を大事に④日記の虚実を見抜けるよう

に…の四原則を掲げて二十年間、全国二百四十人の会員と共に、日記研究、日記展、会報発行、出版などの

活動を続けて参りました。今後は提供頂いた日記資料三千五百点の整理整頓を進め、若者も巻き込んだ更な

る活用、保存の道を探したいと考えています。 

この栄誉を終生の励みに、日記を起点に「多くの人との出会いをつなぎ」「世代をつないで」社会のお役

に立っていきたいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎受賞者本人への取材は可能です。 

 

◎当市から授賞式の写真提供は可能です。 

 

◎同時発表 「大和郡山市政記者クラブ」 

「千葉県政記者会」 

「千葉民間放送テレビ記者クラブ」 

「船橋市記者クラブ内の八千代市担当記者」 



蒐集品である様々な日記 

      

       

 

           日記展の様子 



 

 

奈良県立図書情報館長 委員長 千 田 　稔

旅の文化研究所長 副委員長 神崎　宣武

奈良県立大学特別客員教授 委員 岡本　彰夫

国立歴史民俗博物館長 委員 久留島　浩

京都女子大学名誉教授 委員 瀧浪　貞子

追手門学院大学教授 委員 武田　佐知子

国立研究開発法人理化学研究所理事長 委員 松 本 　紘

帝塚山学園長
(公財)郡山城史跡･柳沢文庫保存会副理事長

委員 柳澤　保徳

(公財)郡山城史跡･柳沢文庫保存会研究員 委員 吉田　栄治郎

大和郡山市長 委員 上 田　 清

　　　　　　　　　（平成２８年７月１日現在）

水木十五堂賞選考委員会

 

 

 



記者会見／クラブ配付  <この用紙を含め、(   )枚 送付します> 
 

各位 

 

平成２８年１１月２９日 

報 道 資 料 
 

件 名 
 

センコー株式会社１００周年記念事業による 

寄附金への感謝状贈呈式について 

～寄付金は市立保育園・認定こども園への避難車購入に活用します～ 

⽇ 時 平成２８年 １２月 ６日 （火） １５時００分～ 

場 所 大和郡山市役所２階 市長室 

 
           

     
 

概 要 
 

 
 
 
 

このたび、大和郡山市内にも事業所を持つ総合物流企業「センコー株

式会社」の創業１００周年記念事業により、同社及び同社グループ役員

従業員一同様から１００万円の寄附を頂くことになり、感謝状の贈呈式を

開催します。 

頂いた寄附金は、寄附者の要望により、 

「大和郡山市立保育園及び認定こども園」に

常設する「避難車」（計９台・右写真）の購入

に活用させていただきます。 

東日本大震災の発生、南海トラフ地震が予想されるなか、保育園に

おいては、避難訓練やいざという時の備えが非常に重要であり、災害時

に乳幼児を乗せるための避難車のさらなる設置により、避難訓練を含む

ソフト面の充実をはかり、災害への備えとします。 

【当日参加者】（予定） 

センコー株式会社 執行役員 大阪主管支店長 松井
ま つ い

 剛士
た け し

 様 

大和郡山市長 上田 清 

 ※センコー株式会社：国内外約８００ヵ所に事業所をもつ流通情報企業。本社は大阪

市北区。１９１６（大正５）年９月、源流である富田商会の創業から、1946年 (昭和2

1)年 7月、扇興運輸商事株式会社の創立を経て(1946 (昭和21)年 10月に扇興

運輸株式会社に、1973(昭和48)年10月にセンコー株式会社に社名を変更)、2016

(平成28)年、創業100年・創立70周年を迎える。 

       
問合せ 

      
大和郡山市福祉健康づくり部 こども福祉課 保育係 

電話 ０７４３－５３－１１５１（内線５２４） 

電話 ０７４３－５３－１５４１（直通） 

 

奈良県⼤和郡⼭市 
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